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「暑い暑い」と言つていた夏も終わり、最も過ごしや

すい秋の季節となりました。野山はいたるところで秋を

感じさせ、心地よい涼風が高原を駆け抜けます。道端で

は真つ赤なヒガンバナが秋を誘いだします。

「スポーツの秋」、「食欲の秋」、「読書の秋」・・・

自分の秋見つけませんか。
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ツアー参加者と3日間エスコートする青年農業者等  (林業総合センター)

農業農村体験交流ツアーに 14名の参加

9月 22日 (金)から24日 (日 )ま での2泊 3日の日程で農業農村体験交流ツアーを実施しました。
この企画は、本町の農業のすばらしさについて、体験的な理解と啓発をねらいに、都会の女性に農

村のよさを発見してもらおうと行っています。今年で 5回 目。

福岡県内から20代 。30代の独身女性 14名が参加。花の植え付けや稲刈 りの農業体験では少々
疲れた様子でしたが、 リンゴ狩 りやヤマメ釣 り等では楽しそうに過ごされていました。また、地元青
年たちとの交流会などもあり3日 間、初秋の高森を満喫されたことでしょう。是非また、多 くの友達

を連れて、大きな輪を作りにおいでください。

(詳しい内容は次月号で紹介します。)

〒869-1602熊 本

.水と緑と土のに

.伝統を重んじ、
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3

おい、いつばし

産業を振興し活力のある町にし

しみ、心身をきたえ健全な町にします。
鵬 3 ◎

『

再看 森林資源保護
・自 を使用しています。
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、子どもの夢を育て幸せな町にします。

します。



みんなで害え
銭 よう

園児からのお祝いベンダント

(2)

薔

年

金

相

談

●

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次

の
と
お
り
心
配

ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽

に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

車
部
地
区

■
と
　
き
　
十
月
二
十
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

十
月
二
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
ヒ
メ

ュ
リ
の
里
「朋
遊
館
」

高
森

・色
見
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
七
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町

「芙
蓉
館
」

国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
社
会
保

険

に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
月
二
十
七
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
十

一
月
二
十
五
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１。
月
８
日
　
寺

崎

医

院
　
　
　
椰

雪
②
‐
０
３
７
８
　
帥

１。
月
９
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科
　
６

Ｂ
②

‐
３
３
５
１
　
称

１。
月
‐５
日
　
渡
ど

内

科
　
　
　
帽

８
⑦

‐
１
７
７
７
　
輸

１。
月
２２
日
　
後
嘘ほ医
院
　
　
　
細

雪
⑦

１
０
０
１
９
　

阿

１０
月
２９
日
　
藤

本

医

院
　
　
　
す。

四
⑦

‐
Ｏ
０
２
０
　

嚇

１１
月
３
日
　
南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

ル

な
⑦

‐
２
０
３
０
　

詮

１１
月
５
日
　
立

野

病

院
　
　
　
劉

８
③

‐
０
１
１
１
　

日

１１
月
‐２
日
　
平

田

医

院
　
　
　
類

８
②

‐
０
２
１
６
　

却

毎
週
土

・
日
曜
日
診
療
　
　
　
　
訛

く
さ
む
ら
眼
科
　
　
袖

富
②

‐
３
４
０
３
　

＊
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いつまでもお元気で●

8会場で敬老会を開催 1087名のご長寿を祝う

率ム′′
=ス

れ敬発会

婦人会が歌や踊りでお祝い

園児や児童の余興 女形でお祝いの舞

お
年
寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労

苦
に
感
謝
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す

る
町
敬
老
会
が
、
各
校
区
婦
人
会
、

各
地
区
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

今
年
も
九
月
十
二
日
か
ら
十
五
日

ま
で
の
四
日
間
、
町
内
八
会
場
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
敬
老
者
は
七
十
四
歳
が

百
二
十
名
、
七
十
五
歳
以
上
八
十

八
歳
未
満
が
八
百
二
十
七
名
、
八

十
八
歳
以
上
が
百
四
十
名
の
計
千

八
十
七
名
と
、
金
婚

（結
婚
五
十

年
）
三
十

一
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚

（結
婚
六
十
年
）
二
組
の
ご
夫

婦
で
し
た
。

各
地
区
で
の
敬
老
会
で
は
、
元

気
な
お
顔
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
出
席
。
今
村

町
長
や
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら

「
こ

れ
ま
で
、
仕
事
や
戦
争
、
子
育
て

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た
で
し

身
体
障
害
者

（児
）
の
方

の
更

生
に
つ
い
て
の
相
談
、
補
装
具
の

交
付
修
理
に
つ
い
て
の
相
談
等

を
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
十

一
月
二
日
（本
）

正
午
か
ら
午
後
二
時
ま
で

■
と
こ
ろ

高
森
町
「芙
蓉
館
」

な
お
、
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

十
月

二
十
日

（金
）
ま

で
に
保
健

福
祉
課
福
祉
係
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
２
８
）

ょ
う
。
今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
あ

る
の
は
皆
様
の
ご
努
力
の

一
つ
ひ

と
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

を
導
い
て
く
だ
さ
い
。
」
と
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
敬
老
年
金
と
記
念
品
の

贈
呈
、
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の

金
婚
ご
夫
婦

へ
の
表
彰
状
伝
達
な

ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は
保
育
園
や

校
区
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
歌
や
踊

り
の
余
興
を
楽
し
み
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
敬
老
会
開
催
に
あ

た

っ
て
は
、
各
校
区
婦
人
会
の
皆

さ
ん
の
料
理
づ
く
り
な
ど
の
全
面

的
な
協
力
や
、
親
子
二
代
、
四
十

数
年
に
わ
た
り
敬
老
者
に
記
念
写

真
を
贈
呈
さ
れ
て
い
る
福
永
紘
喜

さ
ん

（下
町
）
や
金
婚
ご
夫
婦

ヘ

手
作
り
で
の

「銭
亀
」
を
寄
贈
さ

れ
て
い
る
馬
原
清
子
さ
ん

（旭
通
）

な
ど
、
多
方
面
の
方
々
の
温
か
い

ご
芳
志
を
い
た
だ
き
開
催
す
る
こ

●

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

女
子
柔
道

の
「ヤ
ワ
ラ
ち

ゃ
ん
」
こ
と

田
村
選
手
、
女
子
陸
上
初

の
金
メ
ダ

リ

ス
ト
と
な

っ
た
高
橋
選
手
、
す
が

す
が
し
い
優
し
い
笑
顔
を
振
り
ま

い

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
納
得
の
い
か

な

い
で
あ
ろ
う
不
本
意
な
銀
メ
ダ

ル

と
な

っ
た
男
子
柔
道

の
篠
原
選
手

の

「自
分
に
力
が
な
か

っ
た
だ
け
で
す
。
」

と

い
う
言
葉

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン

シ

ッ
プ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

金
メ
ダ

ル
獲
得
だ
け
が
オ
リ

ン
ピ

ツ

ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
国
を
代
表

す
る
す
ば
ら
し

い
選
手
た
ち
、
出
場

す
る
ま

で
の
練
習
、
努
力

の
過
程
が

重
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

何
事
も
結
果
重
視

の
社
会
と
な

っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
し

て
な

っ
た

の
か
、
そ

の
過
程
が
重
要

で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

田
浩

●

テレホンサービスでお確かめください。電話 0967-34-O099

毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の

場合は開館して次の日が休館日となります。(19) 今度の温泉館体館日 10月 18日  11月 15日

(8月末日現在 )

世帯数  2,596(- 1
男   3,762( 1
女   4,035( 6
総  数  7,797( 7

■町社会福祉協議会ヘ
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おり曜た。おく」やみ
2000.8月 受付分   敬称略

■広報送料寄付

田呂丸ナガエ (大阪市西区)

人口の動き

おくやみ
もうしあげます

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

(

一
千

和

智

武

和

女

女

男

男

男

也

美

善

子

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

赤ちゃん
たんじょう

宇藤 小夏ちゃん
(旭通) 7.25生

まい

尾崎  舞ちゃん
(横町) 7.30生

佐藤  天ちゃん
(1召租1)  8.204L

かえで

矢川  楓ちゃん
(下町)  8.21生

した0う

荒牧 心優ちゃん
(旭通)  8.21′ 11

すえながく
お幸せに
'黒 石 秀 知

,(江藤 )ま り

高森・横町

高森・横町

饂

り
　
　
仕

知■
カゆ

淳

山

住 所
牧 戸
祭 場
旭 通
赤羽根

当尾野

西中原

下 切

御 遺 族
野尻  進
本田ヤスエ

本田 愛子
池田 忠臣
本田勇外思

佐楢見ミサヲ

丁1藤 フキ子

続柄

祖母

夫

夫

母

母

夫

夫

死 亡 者
野尻 ミヤ子

本田 元二
本田 幸雄
池田 マチ
本田チツエ

佐楢見干城

工藤 貞光
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『土
地
と
知
恵
　
活
か
し
て

あ
な
た
の
ま
ち
づ
く
り
』

十
月
は
土
地
月
間
、
十
月

一
日

は
十
と

一

『土
』
で
土
地
の
日
で

す
。
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に

つ
い
て
の
四
つ
の

「基
本
理
念
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

二
、
計
画
に
従

っ
た
適
正
な
利
用

が
大
切
で
す

三
、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け

ま
せ
ん

四
、
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

土
地
の
有
効
な
利
用
を
住
民
み

ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
３
５
８
７
）

青
年
海
外
協
力
隊
は
国
際
協
力

事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事

業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々
の

新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
あ
な
た

の
可
能
性
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は

平
成
十
二
年
度
秋
の
募
集
と
し
て
、

農
林
水
産
か
ら
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
約
百
四
十
職
種

に
わ
た

る
約
八
百
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
以
上
三
十
九
歳
ま
で
の

日
本
国
籍
を
持

つ
方
な
ら
だ
れ

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

説
明
会
は
左
記

の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
十
月
十
八
日

（水
）
、

十

一
月
七
日

（火
）
、
十

一
月

十
六
日

（本
）
そ
れ
ぞ
れ

午
後

六
時
半
か
ら

■
場
所
　
熊
本
市
産
業
文
化
会
館

■
内
容
　
派
遣

の
シ
ス
テ
ム
、

待
遇
、
隊
員
の
体
験
談
発
表
な
ど
。

入
場
料

・
予
約
等
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
‥
・

熊
本
県
環
境
生
活
部
国
際
課

国
際
協
力
班

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

７

・
７

５

２

７

森
林
共
済
セ
ッ
ト
保
険
は
、
台

風
な
ど
の
自
然
災
害
等
に
備
え
る

保
険
で
、
火
災
、
風
害
、
水
害
、

千
害
、
凍
害
、
雪
害
、
潮
害
、
噴

火
災
の
八
つ
の
災
害
に
よ
る
損
失

を
保
障
し
ま
す
。

昨
年
の
台
風
十
八
号
は
、
長
年

か
け
て
育
て
た
大
切
な
本
が
倒
れ

る
な
ど
、
県
下
の
森
林
に
も
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
被
害
も
保
険
に
加

入
し
て
い
れ
ば
、
少
し
で
も
経
済

的
な
損
失
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

森
林
は
皆
さ
ま
の
貴
重
な
財
産

で
す
。
不
測
の
災
害
に
備
え
、
森

林
共
済
セ
ッ
ト
保
険
に
加
入
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は

県
森
林
整
備
課
み
ど
り
推
進
室

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
５
６
１
９
）

■
申
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
森
林
組
合
連
合
会

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
６
２

・
３
２
９
１

高
森
町
森
林
組
合

ＴＥＬ

２

・
０

７

６

９

県
立
農
大
で
は
、
平
成
十
三
年

度
の
学
生
募
集

（推
薦
試
験
）
を

次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
卒
業
後
県
内
に
居

住
し
、
農
業
経
営
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
１８
歳
以
上
２５
歳
未
満
の
者

で
（
一
）
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

及
び
来
年
二
月
卒
業
予
定
の
者
（二
）

大
検
規
定
に
よ
り
文
部
省
の
行
う

大
検
に
合
格
し
た
者

■
募
集
人
員

定
員
百
名
中
六
十
六
人
以
内

■
募
集
期
間

１０
月
１６
日
（月
）
～
Ｈ
月
１０
日
（金
）

■
試
験
期
日
　
Ｈ
月
２４
日
（金
）

■
試
験
場
所

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

（菊
池
郡
合
志
町
栄
３
８
０
５
）

■
試
験
科
目

学
科
試
験

（国
語
。作
文
）
及
び
面

接
試
験

※

一
般
試
験
（３４
人
）
は
十
三
年
二

月
十
六
日
（金
）
に
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

ＴＥＬ
０
９
６

・
２
４
８

・
１
１
８
８

で   (18)

あ
な
た
の
身
近
に
地
域
中
小
企
業

　

ま

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
１
一
鴫

●
新
し
く
事
業
を
は
じ
め
た
い
方
　
一引

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、　
一か

学
生
の
方
々
な
ど
事
業
を
は
じ
め

　

一時

た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
で
、
開

　

「

業
準
備
に
つ
い
て
相
談
希
望
の
方
。　
・■
一

●
事
業
者
の
方
で
、
利
益
拡
大
の
　

一国

た
め
の
検
討
を
し
た
い
が
、
計
画
　
・●

等
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
。　
　
「リ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
″Ｕ

熊
本
地
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ん
一

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　

一■

熊
本
県
商
工
会
連
合
会
　
　
　
　
　
一，
″

熊
本
市
安
政
町
三
―
十
三
　
　
　
　
↓小

ＴＥＬ
０
９
６
・３
２
５
・‐
５
６
‐
一】一颯

県
商
工
会
連
合
会
阿
蘇
支
所
内
　
　
．″
一

一
の
宮
町
宮
地
二
〇
二
〇
―

一　
　
一
＾
‐Ｕ

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
２
０
２
２

．
‐́

高
森
町
商
工
会
　
　
　
　
　
　
　
　
【月

高
森
町
大
字
高
森

一
五
三
九
―
〓
一　
″臥
一

ＴＥ
２

・
０
２
７
４
　
　
　
　
　
　
　
１
・
０

・

■
１
．

二
十
世
紀
を
締
め
く
く
る
、
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
、
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
絶
対
に
金
メ
ダ
ル
と

い
う
周
囲

の
期

待

に
応
え
て
く
れ
た

■
月
‐‐‐‐‐ま「土
地
調
間
」

おめことラ ござιlます
次の31組のご夫婦が熊本国日新聞社から結婚50年の表彰を
受けられ、田丁から表彰状を伝達しました。

シ
エ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

募
集
　
説
明
会

■
日
時
　
十

一
月
九
日

（本
）

午
後
六
時
半
か
ら

■
場
所
　
熊
本
市
産
業
文
化
会
館

■
内
容
　
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
、
待

遇
、
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
の
体
験
発
表
な
ど

入
場
料
、
予
約
等
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
‥
・

熊
本
県
環
境
生
活
部
国
際
課

国
際
協
力
班

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

７

・
７

５

２

７

本田 忠士さん (73)
フクミさん (71)

(矢津田・小村)

手嶋 光男さん (74)
セツ子さん (69)

(芹口・芹口 )

●   ●

●   ●

中尾 正輝さん (72)
キミエさん (72)

(草部・」ヽ山奇)

工藤  連さん (71)工 藤  玉さん (75)
スエ子さん (75)  ケサミさん (79)
(永野原・岩神)  (永 野原・小仲野 )

上土井武夫さん (77)

カヅエさん (76)

(芹口・柿迫)

末永 留三さん (72)森
千代子さん (67)

(永野原・小仲野 )

田上 由成さん (74)
ツユ子さん (76)

(高森・村山)

本田  學さん (74)宇 藤  守さん (78)
ヒメ子さん (70)  マツ子さん (76)
(草部・社倉)    (草 部・山の回)

佐一さん (75)

チミスさん (70)

(永野原・小仲野 )

村山 次男さん (78)
ハツ子さん (74)

(高森・村山)

藤原 静雄さん (74)
美悪子さん (71)

(高森・上町)

古庄 幸男さん (72)
春子さん (71)

(永野原・大仲野 )

後藤 美人さん (74)
ソヨ子さん (68)

(尾下・馬渡 )

菅原 一男さん (80)
ヒサエさん (74)

(高森・上町)

熊谷 績雄さん (74)
百代さん (70)

(津留・下町 )

村山 義男さん (76)
トモ子さん (76)

(高森・上在 )

栗屋興志雄さん (74)

フミ子さん (75)

(高森・上在 )

１

２

町

７

７

Ｊ

＜

＜

１

ん

ん

ト

さ

さ

調

巳

子

繹

和

久

井

(3)

´
′ロ
ン

警

■

役場の支払日

お知ら督の|ヽ|■1ジ

県
の
お
知
ら
せ

森
林
共
済
セ
ツ

ート
保
険
の

ご
案
内
　
　
　
　
　
．

．

県
立
農
業
大
学
校

　

　

一

平
成
十
二
年
度

‐‐学
生
募
集

●

″

青
年
海

外
協
力

隊
員
募
集

みんなで考え
■糞見まう
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(81)

(74)

昭和 )

ん

ん

ト

さ

さ

轟

司

子

繹

廣

スヤ

津財日本今朝光さん (80)佐 野  豊さん (71)
チヨ子さん (75)  サツヱさん (72)
(高森・昭和)    (高 森・昭和 )

村上 一彦さん (77)
シヅ子さん (75)

(高森・森)

佐藤 幸人さん
ミヨ子さん

(色見・

後藤 幸充さん (74)
嘉津子さん (71)

(高森・横町)

森‖1 秋雄さん (73)
チエ子さん (70)

(色見・山鳥)

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

荒牧 信久さん (78)除田 明石さん (77)
アサ子さん (76)  ウミオさん (77)
(上色見・前原)  (上 色見・東中原 )

本田 壽幸さん (75)
幸子さん (69)

(色見・中園)

～行政に対するあなたの声を～

金婚者謝辞 (草部北部会場)

●行政書士による無料相談会●

熊本県行政書士会では、毎年 10月 を「行政書士制度強

調月間」として行政書士の業務に関 し、無料相談会を開

催 していますので、お気軽にご利用下さい。

ご相談に応じる内容

①各種許可・登録に関すること
(建設業、運送業、風俗営業等の営業許可、開発・農地転用・帰

化等の許可、車庫証明及び車両登録、外国人登録など)

②会社・医療法人・協同組合等の法人設立に関すること

③遺言・相続に関すること

④経理記帳・内容証明書・契約書の作成に関すること

街頭無料相談会

●と き  10月 12H(本 )、 13日 (金)の 2日 間
午前10時 から午後4時まで

●ところ 熊本市桜町 熊本交通センター 地階
「観音の泉前広場」

２

３

Ｌ

８

７

キ

．

′
、

／
、

十
ア

ん

ん

■

さ
さ

蛎

房
卜
に

恒

エミ
士
ロ
住

予
選
リ
ー
グ

Ａ
パ
ー
ト

①
村
山
フ
ェ
ニ
ツ
ク
ス
３
勝
②
下

町
ダ
ッ
ク
ス
②
佐
伯
屋
②
イ
ー
グ

ル
ス
Ｂ
パ
ー
ト

①
ス
キ
ン
ズ
３
勝
②
南
球
③
八
分

団
二
部
④
上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ

Ｃ
パ
ー
ト

①
旭
球
友
２
勝
１
負
（得
失
点
差
）

②
昭
和
デ
イ
ズ
ニ
ー
ズ
③
ド
リ
ー

ム
ズ
④
役
場

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ご
夫
婦

二
組
を
表
彰

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（ご

結
婚
六
十
年
）
表
彰
は
次
の
方
々

が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

馬
原
　
博
人
さ
ん
（８９
）
高
森

ト
モ
ヱ
さ
ん
（８２
Ｘ
冬
野
）

野
尻
　
武
蔵
さ
ん
（８４
）
野
尻

ツ
ヨ
さ
ん
（７９
）
（河
地
）

決
勝
リ
ー
グ

ス
キ
ン
ズ
８
対
５
村
山

旭
球
友
　
６
対
Ｏ
ス
キ
ン
ズ

旭
球
友
　
９
対
１
村
山

優
勝
　
　
旭
球
友

準
優
勝
　
ス
キ
ン
ズ

三
位
　
　
村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

最
優
秀
選
手
賞

相
馬
裕
幸

（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

安
方
秋
孝
（ス
キ
ン
ズ
）

桐
原
　
誠
（村
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

準
備
中
　
母
は
教
え
る
こ
つ
ば
か
り

自
転
車
で
　
米
買
い
出
し
の
日
も
あ

っ
た

夏
祭
り
　
私
ァ
メ
ー
ド
で
踊
り
ま
す

台
風
曰
く
　
銀
座
通
り
が
や
っ
ぱ
好
き

準
備
中
　
番
号
札
で
待
た
さ
る
ヽ

台
風
曰
く
　
ち
よ
い
ち
よ
い
お
邪
魔
い
た
し
ま
す

自
転
車
で
　
檀
家
廻
り
の
和
尚
さ
ん

夏
祭
リ
　
ヨ
ヘ
ホ
の
波
に
浮
く
灯
炉

は
ば
た
い
て
　
餓
鬼
大
将
が
大
銀
杏

自
転
車
で
　
鎮
魂
の
旅
思
い
立
ち

は
ば
た
い
て
　
も
う
泣
き
べ
そ
の
影
も
無
ァ

自
転
車
で
　
僕
の
特
技
は
ひ
っ
た
く
り

準
備
中
　
裏
か
ら
入
る
馴
染
客

風
渡
り
八
千
草
の
揺
れ
花
の
揺
れ

秋
団
扇
使
う
と
も
な
く
手
に
取
り
て

沈
み
ゆ
く
陽
は
大
阿
蘇
の
秋
を
染
め

大
阿
蘇
の
季
節
に
さ
と
き
花
野
か
な

大
甕
に
秋
草
た
わ

ゝ
句
会
場

秋
の
蝶
人
影
に
入
り
舞
い
続
け

常
よ
り
も
少
し
早
目
の
炉
を
開
く

沢
桔
梗
楚
・腋
セ
優
群
に
わ
粍

ゝ
と
き

根
子
岳
に
行
返
し
て
威
銃

野
草
園
秋
の
千
草
に
迎
認
ら
れ

満
開
と
言
う
に
淋
し
き
蓼
の
花

５

２

ヨ

仔

仔

劇

●

町
長
旗
リ
ー
グ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

旭
球
友
　
優
勝

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
二
十
五
日

（実
日
数
七
日
間
）
ま
で
山

村
広
場
で
行
わ
れ
た
、
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
旭
球
友

が
決
勝
リ
ー
グ
を
制
し
ま
し
た
。
最
優
秀
選
手
賞
は
旭
球
友
の
相
馬

裕
幸
さ
ん
が
受
賞
。

●

●   ●
秋の

′
て

肥

後

狂

旬

　

‐
葉

月

・

（阿
蘇
御
神
火
合
）

行政相談
伽
〕
　
　
　
　
　
　
・
　

　

　

（高
森
菜
の
花
句
会
）

10月 16H(月 )か ら22日 (日 )ま で「秋の行
政相談週間」です。そこで次のとお り行政相談

所が開設されます。

行政に対する苦情や相談に公正な第三者の

立場から広 く皆さんの相談に応じます。相談

は無料で、秘密は堅 く守られます。お気軽にご

相談下さい。

●と き   10月 20日 (金 )
午後 1時から3時 まで

●ところ 高森町林業総合センター (役場横 )
●行政相談員 本田幸則さん (上在)
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岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

佐
伯
　
文
雄

田
上
黙
公
子

林
田

　

一
声

佐
藤
　
重
信

上
井
加
根
女

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

堀
田
　
蘇
仙

林
　
　
不
忘

渡
辺
　
雲
海

桐
原
　
自
酔

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

山
村
ふ
み
子

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美
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高
森

に
わ
か

で

「梅
香
苑
」
を
慰
問

九
月
二
十
四
日
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」

（田
代
廣

一
苑
長
）
に
昭
和
向
上
会

（浦
塚

洋

一
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
七
名
が

「高
森
に
わ
か
」
で
慰
問
し
ま
し

た
。入
所
者
を
前

に

「オ
リ
ン
ピ

ツ

ク
」

「く
す
り
や
」
等
四
本
を
披

露
、
会
場
は
笑

い

一
杯
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
向
上
会

の
慰
間
は
、

職
員
に
向
上
会

の
メ
ン
バ
ー
が

い

た
の
が
き

っ
か
け
で
昭
和
五
十
九

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り

（途
中

二
年
中
断
）
、
今
年
も
入
所
者

の

笑

い
を
楽
し
み
に
訪
れ
ま
し
た
。

風
鎮
祭

で
お
馴
染
み
の
に
わ
か
の

出
張
サ
ー
ビ
ス
で
お
年
寄
り
た
ち

は
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。笑

い
は
健
康

の
も
と
、
今
後
も

「笑

い
」

の
慰
間
が
続
く
と

い
い

で
す
ね
？

い 風鎮祭にわかコンクールから

地
域
や
学
校

・
園
な
ど
の
楽
し

話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
（一一一『
せ
く
だ
さ
い
。

（広
報
た
か
も
り
）

αO～¶③

読書の秋 到来
上色見の佐伯文雄さんから一通の手紙が届きました。

酒やめていよいよ燈火親じめり (村上雷月 )

読書の秋です。隔月回って くる移動図書、私は少な

くとも一度に4～ 5冊は借ります。
ベス トセラー (五体不満足)。 趣味 (憲吉の俳句上

達法)。 あるとあらゆる分野の本があります。先月借

りた、 「新心うるおういい話 (西 日本新聞社、平成 11

年5月 発行)」 「慶州ナザレ園訪問記 (村嶋イキ子 無

職 76才 熊本県高森町)」 とあり、身近なところの本

もあるようです。

読書が趣味ですと胸を張って言えるように本を読み

ましょう。無料で借 りられる移動図書を大いに利用し

ましょう。次回の巡回を鶴首してます。

秋の夜長は読書に親しんでみては

いかがですか ? 町の移動図書は年
間に 5回町内を巡回しています。中
央公民館にはたくさんの本が揃つて

います。利用してみませんか。

第9回 高森工芸展 2000

高森町美術工芸家協会は下記のとお

り工芸展を開催します。  ‐

お子さまも楽しめる実演もあります

ので、是非ご来場 ください。お待ちし

ています

期 日 10月 13日 (金)～ 15日 (日 )
ッジ

●

●   ●

体暇村南阿蘇 セントラルロ

催 高森町美術工芸家協会
場  所

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
エ
ー
ス
と
し

て
登
場
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
は
、
い
ま
や
各
地
で
世
代
を
越

え
て
愛
さ
れ
、
国
際
的
に
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

大
自
然

「阿
蘇
五
岳
」
を
背
景

に
九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
体
暇

村
南
阿
蘇
及
び
山
村
広
場
を
会
場

に

「第
十
三
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
」

（日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
、
全
国
体

育
指
導
員
連
合
、
熊
本
県
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

九
日
の
開
会
式
後
、
あ
い
に
く

の
雨
の
中
、
全
国
四
十
二
道
府
県

か
ら
参
加
し
た
約
千
八
百
人
の
選

手
ら
が
熱
戦
を
展
開
。
午
後
六
時

か
ら
行
わ
れ
た
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
千
三
百
人
も
の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
肥
後
牛
や
採
れ
た
て
の
野

菜
等
で
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
本
町

の
婦
人
会
等
が
作

っ
た

「
の
っ
ぺ

汁
」
、

「だ
ご
汁
」
、

「田
楽
」

等
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
、
樽
酒

や
生
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
遅
く

ま
で
交
流
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

十
日
は
、
南
部
忠
平

（全
国
グ

ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
初
代
会

長
）
記
念
交
流
親
善
大
会
、
終
了

後
、
文
部
大
臣
杯
を
か
け
、
前
日

の
各
コ
ー
ス
の
優
勝
者
に
よ
る
プ

レ
ー
オ
フ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
く

っ
き
り
と
本
町

の
シ
ン
ボ
ル
根
子
岳
が
姿
を
現
し
、

こ
の
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
参

加
者
か
ら
は
感
動
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

賃
金
が
十
月

一

」い
C

さ
れ
ま
す
。

賃
金
が

全
て
の
労

３

２

０

２

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

５

５

・
い

10月 18日は「続計の日」です
今年は5年 に一度の「国勢調査」の年。国では、国勢調査をは

じめ、人口や労働、消費の動向、教育、企業活動など、国民生活や

産業にかかわるさまざまな「統計調査」を行っています。

これらの統計調査の結果は、国や地方公共団体が行政施策を

立案する際の貴重な基礎資料となるものです。また、出版物や

インターネットなどを通して公開され、国民全体の財産として

広く利用されています。

統計調査はわたしたちの生活に大きくかかわる重要なもの

です。その正確なデーターを得るためには、

調査に答える国民一人一人の協力が必要不

可欠です。調査内容におけるプライバシー

は厳重に守られますので安心して答えてく

ださい。10月 18日 は「統計の日」です。この

機会に、統計の重要さを、もう一度考えてみ

ませんか。  《総務庁》

日
　
額

時
間
額

４
、
７
９
９
円

６
０
０
円

今
す
ぐ
確
認
―
・

最
低
賃
金

(5) (16)
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※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
も
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

（ＴＥＬ
２

・
２
１
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
発
的
に
障
害
者
や

・
老
人
に
対
す
る
奉
仕
や
児
童
教
育
な
ど
社
会
福

祉
活
動
を
行
う
人
々
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
し
た

方
々
が
協
会
を
設
立
し
、
自
主
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
　
活
動
状
況

1■
、1.∵市r 楽し

満足

いた

● ●

8/18～ 8/19 風鎮祭会場周辺清掃活動 (市街地)十数名の会員が参加し、早朝の清掃活動

10月 1日～ 12月 31日
赤い羽根 共同募金運動期間です
ご寄付いただきました募金は、さまざまな社会福祉に役立てら

れています。皆さまのご協力をお願いいたします。

共同募金会高森分会 (事務局 :社会福祉協議会内)

愛ちやんこ1薄発五<ん

も

● ●
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辣鰊
《
次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
人
権
に
配
慮
す
る
心
を

伝
え
て
い
き
ま
し
よ
う
》
　
人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ
Ｎｏ，５

私
た
ち
の
意
識
が
、
周
り
の
人
間
関
係
の
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
に
お
い
て

一
人

ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
は
、
日
ご
ろ
の
何
気
な

い

親
子
の
対
話
が
、
子
ど
も
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

実
際
、
同
和
地
区
に
対
す
る
偏
見
は
、

子
ど
も
の
う
ち
に
、
親
や
身
近
な
人

な
ど
か
ら
聞
か
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
た

場
合
が
多
い
の
で
す
。　
つ
ま
り
、
身

近
な
大
人
が
偏
見
や
差
別
の
心
を
も

っ
て
い
る
と
、
そ
れ
が
子
ど
も
に

も
い
つ
の
ま
に
か
伝
わ
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
誤

っ
た
知
識
を
教
え
る
こ
と
な
く
、
人
間
を
尊
重
す

る
心
を
持

つ
よ
う
、
子
ど
も
を
取
り
巻
ぐ
大
人
が
ふ
だ
ん
か
ら
心
が

け
、
言
葉
や
行
動
で

一
人
の
人
間
と
し
て
の
子
ど
も
に
示
し
て
い
き
ま

しヽ
よ
つヽ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
．

一
人
ひ
と
り
の
力
は
小

‐さ
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
、
職

場
、
地
域
社
会
な
ど
を
通
し
て
日
頃
か
ら
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
や
感
覚
を
身
に
つ
け
る
よ
う
努
め
、　
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
価
値

観
を
尊
重
で
き
る
よ
‐う
な
社
会
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２

ヽ
１
１
１
１
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１
３
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阿蘇地域の豊かな自然を継承するために

不法投棄対策連絡協議会設立

をそれぞれ100本リサイクルすると、33的のC02を削減。

◆環境立県くまもとを目指して阿蘇地域の79機関・団体が設立
8月 22日 、阿蘇地域振興局において 「阿蘇地域不法投棄連

絡協議会設立総会」が開催されました。この協議会は廃棄物の

不法投棄が悪質・巧妙化し、投棄者による現状回復もほとんど

されていないことから、阿蘇郡内の79の行政機関や団体が集

まり、広域連携で不法投棄防止に取り組む県内でも初めての試

みです。

◆不法投棄は環境犯罪です

阿蘇地域は、世界遺産に匹敵する世界最大級のカルデラと周

囲の広大な草原等によつて豊かな自然環境が形成されています

が、山間部等の至る所に空き缶類や家庭電化製品などが200

●  箇所以上に亘って投棄されています。これらは阿蘇の景観を損 L
ねるだけでなく、森林や河川、地下水等の自然環境にも影響を

及ぼす可能性がある重要な問題です。

◆不法投票の根絶に向けて・・・地域が主体の監視活動

設立総会では①地域の関係機関・団体と町村・警察等の合同パトロー

ルの実施や地域住民による監視体制づくりをはじめ、②子どもの頃から

の環境教育の実践、③循環型社会を目指した啓発活動のあり方や④既に

投棄された廃棄物の撤去に関する調査・研究など環境汚染を未然に防止

する観点からの事業活動が協議されました。

今後は、関係機関が連携して、不法投棄の根絶に向けた “地域が主体"

のさまざまな活動を展開し、その活動を通じて世界に誇る阿蘇の自然環

境の保全と循環を基調とした環境調和型社会を目指すこととしています。

詳しくは保健福祉課 保健推進係まで TEL2-1111(内線125)

■      |      .

0

●

漱鍋鵬串測癬刹際選輸器総誅ユ然今

山中にはたくさんの不法投葉が
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※環境庁「環境家計簿」より

お
添
（峯
い風
が
要
解
昌
ず

現
在
、
袋
詰
め
で
販
売
さ
れ
て
い
る
お
米
の
表
示
が
平
成
十
三
年
四
月

一
日

か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
表
示
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
お
米
を
販
売
す
る
す
べ
て
の
販
売
業
者
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル

が
で
き
ま
し
た
。

一
般
消
費
者
向
け
の
す
べ
て
の
飲
食
料
品
に
つ
い
て
の
内
容
の
表
示
を
義
務
づ

け
る
法
律

（改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
米
に
つ
い
て
も
登
録
販
売
店
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
販
売
業
者

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
で
す
。

◎
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の

「玄
米
及
び
精
米
品
質
表
示
基
準
」
に
基
づ
く

一
括
表
示
欄
の

記
載
方
法
。

◎
計
画
外
米
な
ど
未
検
査
米
を
原
料
と
し
て
い
る
お
米
は
、
産
地
、
品
質
、
産
年
の

表
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

☆

「産
地
」
「品
種
」
「産
年
」
は
、
証
明
さ
れ
た
も
の
（農
産
物
検
査
法
に
よ
る
検

査
を
受
け
た
も
の
外
国
産
は
、
輸
出
品
の
公
的
機
関
等
に
よ
る
証
明
）
だ
け

が
表
示
で
き
ま
す
。

☆
未
検
査
米
の
表
示
は
、
「未
検
査
米
」
と
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
食
糧
事
務
所
等
に
よ
る
監
視
を
強
化
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
措
置
を
厳
格
に

適
用
し
ま
す
。

改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
や
、
お
米
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
食
糧
事
務
所
　
計
画
流
通
課
　
　
　
ＴＥＬ
０
９
６
・３
７
８
・３
１
７
１

熊
本
食
糧
事
務
所
　
阿
蘇
支
所
業
務
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
２
・２
２
・０
２
２
２

(単品でかつ証明を受けたものの場合 )

名   称 精   米

原 料 玄 米

産地 品種 産年 使用割合

○○県ロヒカリ▲年産 100%

内 容 量 5 kg

精米年月日 14.4 1

販 売 者 ○○米穀株式会社
○○県○○市△△町○一〇

肌○○○―○○○―○○○○

☆複数の原料を使用しているお米は、必ず「複

数原料米」「ブレンド米」等表示すること

となりました。

●産地、品種、産年が証明されていなければ、

記載できません。

●産地、品種、産年 (3点セット)と 使用

割合100%を記載。

●「産地」は次により記載。都道府県名、

市町村名その他一般に知られている地名。

●証明されたものとは

農産物検査法による証明。

●  ●
“不法投棄 するな 許すな・T人ひとリカ, 監視員
【不法投棄の罰則】

◆産業廃棄物 :3年以下の懲役又は1000万円 (法人1億円)以下の罰金又は併科
◆一般廃棄物 :1年以下の懲役又は300万円以下の罰金

ヮ,   1

TEL 09676-2-1111(担当 田上)
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お手軽・エコライフ No.8
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ビンや缶は、きちんと

洗つて区別して出せば、

ゴミではなく、資源に

なるんだよ。
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たがも り出身の皆様ヘ 広報たかもり からのお願い
■
転
居
の
と
き
は連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名

の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想

い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま

い
の
街

の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身

の
皆
様

に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力

に
よ
り
、

昨
年
度
は
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既

に
八
万
三
千
円

の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

（寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
お

名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
無
料
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手

で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願

い
致

し
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

(9)

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり
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アルミくん復活 !

特にアルミ缶は自動車の

部品などに生まれ変わる

んだよね。



交通安全
Traffic Safety

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
展
開

上色見支部のキャンペーン(9月 25日 )

交
通
安
全
は
　
日
頃
の
努
力
の
　
積
み
重
ね
か
ら

「
み
ん
な
の
願
い
交
通
安
全
」
、
事
故
や
交
通
違
反
の
な
い
、
明

る
い
社
会
づ
く
り
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

町
で
は
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

交
通
安
全
意
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
を
高
め
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

九
月
六
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
お
う
と
、
交
通
安
全
推
進
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
町
内
の
各
地
区
、
団

体
、
事
業
所
、
官
公
署
、
学
校
、

保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
、
各
分
野

の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
徹
底
着
用
を
め
ざ
し
た
交
通
安

全
運
動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
を
う
け
て
、
九
月
二
十

一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
運
動
期
間

中
に
街
頭
指
導
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
児
童

・
生
徒
の
交
通
安
全

教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
実
施
計
画

を
決
定
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
各

分
野
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
運
動
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
久
木
野
会
場
で
の
阿
蘇

南
部
高
齢
者
の
つ
ど
い
や
、
阿
蘇

南
部
交
通
安
全
協
会
の
六
支
部

（高

森

・
色
見

。
上
色
見

・
草
部
南
部

・

草
部
北
部

・
野
尻
）
に
よ
る
交
通

事
故
防
止
を
目
指
し
た
交
通
安
全

キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

磨
き
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
ｃ

十
月

，
十

一
月
は
濠
暮
時

交
通
事
故
防
止
対
策
期
間

例
年
、
秋
か
ら
年
末

に
か
け
て
、

増
加
が
顕
著
と
な
る
薄
暮
時

の
交

通
事
故

の
抑
止
を
図
る
た
め
交
通

広
報
車
等

に
よ
る
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
ｃ

無
灯
人
の
き
み
が
見
え
な
い
　
夜
の
闇

お
出
か
け
は

明
る
く
目
立

つ
　
服
装
で

薄
暮
時
は
運
転
者
も
歩
行
者
も

い
つ
も
以
上
に
十
分
注
意
し
ま
し

よ
つヽ
。

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

十
月
十

一
日

（水
）
か
ら
二
十
日

（金
）
ま
で
の
十
日
間
、
全
国
地
域

安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
警
察
で
は
特

に
次
の
点

を
重
点
目
標

に
取
り
組
み
ま
す

の

で
、
皆
さ
ま
方

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
強
制
わ
い
せ
つ
、
ひ
っ
た
く

り
等
路
上
犯
罪
の
防
止

◆
乗
物
盗
、
車
上
ね
ら
い
、
自

動
販
売
機
荒
し
の
防
止

◆
金
融
機
関
等
対
象
強
盗
事

件
の
防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン

○
『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
』

○
『大
き
く
育
て
安
全
の
樹
』

非
行
や
暴
力
、
犯
罪
な
ど
を
見

か
け
ら
れ
た
ら
、

高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
２
・０
１
１
０

・
■

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
、利
用

し
な
い
、金
を
出
さ
な
い
●

〓
●

　

．

県
内
に
は
、
六
十
団
体
、
約
千
二

百
人

の
暴
力
団
員
が
存
在
し
、
資

金
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、

な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
そ
の
矛
先
を

市
民
生
活
や
経
済
取
引
等
に
向
け
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使

っ
て
活
発
に

活
動
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

健
全
な
市
民
生
活
に
介
入
す
る

暴
力
団
犯
罪
を
未
然

に
防
ぎ
、
暴

力
団
壊
滅

へ
の
早
道
は
、
県
民
皆

さ
ま
か
ら
の
警
察

へ
の
届
出
や
相

談
、
情
報
の
提
供
で
す
。

迷
わ
ず

・恐
れ
ず

。勇
気
を
持

っ

て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
ま
ず
相
談
　
暴
力
に
勝

つ

手
順
ば
い
～

■
暴
力
団

に
関
す
る
相
談
、
情
報

提
供
等
は
、
（秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

◎
熊
本
県
警
察
本
部

「暴
力
相
談

電
話
」

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
４

・
０

１
１
０

（さ
―
走
れ

一
一
〇
番
）

◎
熊
本
県
暴
力
追
放
協
議
会

（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

ＴＥＬ
０
１
２
０
・

１
１
０
・３
７
４
（
一
一
〇
番
で
皆

幸
せ
）
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（キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
は
来
月
十

一
月
号
で
も
紹
介
し
ま
す
。
）

色見支部のキャンペーン(キャベッと大根の配布に運転者は大喜び)(9月 23日 )

タ
J

ご協力ありがとうございました

住宅防火 いのちを守る 7つのポイン ト
ー3つの習慣・4つの対策一

皆さん

●  ●

●  ●回1部分彗
1月 9日 (木 )～ 15日 (水 )

◆全国統一標語  『火 をつ けた  あなたの責 任  最後 まで』
□重点目標

1.住宅防火対策の推進

火災による死者のうち建物火災による死者が 8割以上を占め、また、住宅火災におけ
る死者のうち高齢者 (65歳以上)が約半数を占めています。
このため、住宅火災による高齢者数の死者の発生防止を図ることを最重点としてい

ます。

2.放人による火災予防対策の推進
近年、放火による火災が年々増加する傾向にあり、平成 9年以降連続して火災原因の
第 1位 となつていることから、放火火災による被害の低減を図るため、放火火災予防対
策のよリー層の推進を図るものとします。

3.地域における防大安全対策等の充実
大規模な地震が発生した場合、火災の同時多発や広範囲の延焼拡大等の危険性があ

ります。

このため、自主防災組織の整備充実、地域ぐるみの防火安全対策を目標としています。

(11)
(10)

3つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすいものから離
れた位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離れると

きは必ず火を消す。

4つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災

警報機を設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために、

防火製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住

宅用消火器を備える。

④お年寄りや身体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制をつくる。
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阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034


